






































































































19)、前野ら 20)、松沢ら 21)、秋田谷ら 22)などが提案した道路雪氷分類法によって分類されている。しかしながら、これ
らの分類はいずれも目視によって路面状態を判別する方法であり、判別結果が観測者の主観によって、異なりや
すいという難点を抱える。従って、路面の危険性をより客観的に把握するためには、μが適していると考える。なお、














2004 年 12 月 25 日の 24 時間の気象・地盤データを参考とした。交通量は図－1 に示すように、同地点の交通観
測データを基に、交通量が多い 7 時～21 時の時間帯および交通量が少ない残りの時間帯におけるそれぞれの平
均値を用いて、前者の交通量（Qv）を 320 台/h に、後者の Qv を 70 台/h に、単純化した。また、車両の通過速度





Tpc5（破線）および Tpc60（実線）は 8 時頃に日射の影響を受けて急激に上昇し、2 時頃にピークとなり、その後低
下する。Tpc5とTpc60を比較すると、日射の影響を強く受ける時間帯（11時～15時）では、Tpc5＜Tpc60となる。例えば、
13 時頃では Tpc60は Tpc5より 2.0℃程度高い。この要因は遮蔽時間率に起因した日射量と車両からの熱供給（車両
 




320 台/h）時間帯で 0.29、交通量の少ない（Qv＝70 台/h）時間帯で 0.07、Case60 の Qv＝320 台/h で 0.03、Qv＝70
台/h で 0.01 となる。このように、通過速度と台数によって遮蔽時間率が異なり、車両が任意地点を占有している間
は路面への日射量は 0 となるが、代わりに車両熱が路面に供給される。遮蔽時間率を加味した日射と車両熱の総
合熱フラックスは、ピーク時（13 時）に Case5 では 370W/m2、Case60 では 420W/m2 となった。 
逆に、日射の影響が少ない時間帯や夜間では、Tpc5＞Tpc60となり、最大で Tpc5（破線）は Tpc60（実線）より 2.5℃程
度高い。この要因は通過車両にあり、ちなみに車両熱フラックスは Case5 で 30W/m2、Case60 で 5W/m2 となる。こ
のように、通過車両は通過台数が多いほど、通過速度が遅いほど、路面に与える車両の熱的影響は大きい。 
3.3 車両通過の熱的影響 













通量の多い朝および夕方では 40～50%にまで大きくなる。また、Qf は Case5、Case20、Case40、Case60 の順に小
さくなる。 
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